
１ 基本事項

3 1 3

２ 事業概要（Plan）

３ 実施結果（Do）

① 事業費 単位：千円

総事業費

事業費

国・道支出金

町債

その他

一般財源

人件費（＠4,000*時間数）

基本目標

大分類

中分類 地域福祉社会をつくる

健やかな心のふるさとづくり

373

総合計画

小分類 高齢化対応…活動的な85歳を育むための高齢者保健福祉対策の推進

2,165

690

42

２４年度実績 ２５年度実績

2,193

根拠法令・例規
計画等

法令に基づかない自主的事業

事業開始年度

事業終了年度

平成 12 年度

平成 ３７ 年度

事業主体

町

予算科目

2,278

平成２７年度 事後事務事業評価シート

特
定
財
源

事業名

事業の目的

成果目標

2,855

2165

（評価対象年度）

事業の内容
（手段・方法等）

対 象

担当課・グループ

事業費の
主な内訳

41

2,1232,178

43

2,924

2234

2,909

2219

690

2219

690

41

７０歳以上の高齢者

（評価実施年度）

70歳以上の高齢者へ「こぶしの湯」無料入浴券を交付し、社会参加の機会を増やす。

3,011

（評価対象前々年度） （評価対象前年度）

2,321

２６年度実績

2321

適 用

2234

690
事務事業時間配分計算表（別紙）に
より算定

事業費の推移

需用費

扶助費

条例等の有無 無

会計区分

一般

高齢者に「こぶしの湯」無料入浴券を交付し、社会参加と生きがいの助長を図る。

１．交付対象者 ７０歳以上の高齢者（昭和２１年３月３１日以前生まれ）

２．交付枚数 月１枚（年間１２枚の無料券を交付）

３．交付対象者数 １，３７４人（継続１，３２２人・新規５２人）

いのち満ちる農（みのり）の里あつま 大いなる田園の町

町民福祉課・福祉グループ

作成者（職・氏名）

主査 中村 信宏

２７年度予算

高齢者入浴助成事業

事業区分

事業の性質



② 実績・成果

（目標年度）

単位 単位 単位 単位

人 人 人 人

人 人 人 人

％ ％ ％ ％

枚 枚 枚 枚

枚 枚 枚 枚

％ ％ ％ ％

４ 事業の評価（Check）

※評価結果は、A：妥当である B：概ね妥当である C：あまり妥当でない D：妥当でない で評価する

５ 協働の領域（Check）

６ 今後の方向性・課題・改善点（Ａction)

７ 評価

61

Ａ 事業を拡大して継続 Ｂ 現状のまま継続 Ｃ 改善して継続 Ｄ 目標の達成・完了

Ａ 事業を拡大して継続 Ｂ 現状のまま継続 Ｃ 改善して継続 Ｄ 目標の達成・完了判 定

現状

改善提案

課 題 現在、一律無料であり、高齢者バス利用助成事業等との整合性がとれていない。

町民税非課税世帯は無料、町民税課税世帯は半額等を検討。

将来

協働の領域

説 明

E

民間等が主体
的に行うべき
領域

Ｃ

意 見 利用率を高める方策を検討すること。社会参画に必要な交流の場は、必ずしも入浴施設である必要はない。

説明 同時期に交付している高齢者バス利用助成事業との整合性。

評価の視点

実施主体・目的・対象・手
段等は公平かつ妥当か？

期待された成果が得られた
か？

コスト面からみた費用対効
果は適正か？

評価
結果

Ａ

Ｂ

Ｂ

全ての７０歳以上の高齢者を対象としているため妥当である

民間等の主体性
のもとで行政が
支援して行う領
域

9,888

達成度５０％
の場合の実績
見込数687人

（評価対象年度） （評価実施年度）（評価対象前年度）

1,374

行政の主体性の
もとで民間が協
力して行う領域

1,286

559

43

6,708

4,082

D

52

説 明

1,374

達成度

申請者数／対象者数

実 績

1,289

692

所得要件を追加することで、事業費軽減を図ることが可能。

今後方向性

目 標

実 績

両者が互いの特
性を活かし、協
力して行う領域

CA B

利用枚数／交付枚数

達成度

目 標

○

行政の領域

※数値化できない成果や指標の変更等について記載する

効率性

６８７人に交
付した場合の
配布枚数
８，２４４枚

民間の領域

妥当性

○

Ｃ

行政の責任と主
体性により独自
で行う領域

※数値化できない活動内容や指標の変更等について記載する

申請率が対象者数の40％であり、周知を図る必要がある。

評価項目

主
な
活
動
指
標

有効性

数値数値

２５年度（実績） ２６年度（実績） ２７年度（見込）

指 標 名 称

8,304

4,357
主
な
成
果
指
標

３７年度

8,244

達成度６０％
の場合の実績
数８見込２４
人

８２４人に交
付した場合の
配布枚数
９，８８８枚

53

数値 数値



評価結果に対する町の考え方

○ 現に入浴券を利用している高齢者もいることから、２８年度からは交付枚数を６枚とし、健康教
室やイベントなどを実施して高齢者に入浴券を交付して、広く高齢者に行き渡った制度として実施
します。

行政評価外部評価委員会事務事業評価結果

総合評価結果 Ｄ Ａ 事業を拡大して継続 Ｂ 現状のまま継続 Ｃ 改善して継続 Ｄ 目標の達成・完了

事業に対する意見

・活動指標の達成度が低い。（対象者に対する申請者が少ない。）
・こぶしの湯で高齢者を対象とする教室やイベント等を充実させたり、ヘルパーを
設置するなど、入浴券を利用する高齢者を増やす取り組みも必要である。
・ただ単に高齢者に無料入浴券を配布する事業はいったん完了とし、健康寿命を延
ばす観点で新たな事業を構築するべきである。


